
　　　　　　　　　　そらいろデイを利用している

　　　　　　　　　　　　石幡セツ子さんが 8 月 29

　　　　　　　　　　　　　日に 100 歳の誕生日を

　　　　　　　　　　　　　迎えました。この日デ

　　　　　　　　　　　　イに集まったスタッフや

　　　　　　　　　　　利用者の皆さんと一緒に盛

　　　　　　　　　　大にお祝いしました。

セツ子さんは大正 15 年、7 人兄弟の次女として生ま

れました。教師だった父親の転勤で現在のいわき市

や西会津、山木屋などを転々としながら幼少期をす

ごしました。その後女子師範学校へ進学。アメリカ

との戦時下では学徒動員により群馬県の飛行機製作

所に動員され戦闘機の主脚製作に従事していました。

戦後は教師となりその後結婚され現在の地で暮らし

てきました。⾧生きの秘訣

はとの質問には「3 度のご

飯を美味しく食べること。

毎日デイで皆さんと楽しく

おしゃべりすること」だそ

うです。誕生会では、スタ

ッフの娘さん手づくりの特

大ケーキをはじめ、寄せ書

き、花束が送られました。
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高さの違うテーブルや椅子、トイレの前手すりなど、利用者

の生理的な動きと残存機能を活かす生活リハビリの設備を熱

心に見学されていました。

　後半はどうしてもうまくできないでいたパタパタゲームに

も挑戦。このゲームは団扇型とビニール袋を使って、ただあ

おぐだけの単純なゲームですが、緩急、強弱などメリハリを

つけたゲーム進行によっては我を忘れて夢中になって楽しん

でしまうゲームです。

　渡辺さんたちは実際にゲームを体験しながら、遊びリテー

ションの楽しさを体感。職員のみなさんは「自分たちの施設

でもぜひとりいれたいね」と話されるなど、生活リハビリへ

の思いを新たにされていました。

そらいろデイで見学会 南相馬市のデイサービス 「ほほえみおだか」 のメンバー 9名

利用者手づくりの団扇がデイのフロアに涼

を呼んでいます。利用者たちは午前レクの

時間にお茶やコーヒーを飲みながら、スタッ

フが用意した色とりどりの金魚と水玉模様

を使って、自分だけの団扇づくりを楽しみ

ました。できあがった団扇をならべてみる

とまるで水槽の中で泳ぐ金魚のようです。

「涼しげでいいね」と言いながら、湯上りに

は自分の団扇で仰いでいました。

団扇の中で泳ぐ金魚たち

大正 15 年 8月 29日生

祝 百寿
石幡セツ子さん

　南相馬市の小高区にある「ほほえみおだかデイ

サービスセンター」から施設⾧の渡辺チイ子さんは

じめ職員 9 名がこのほどそらいろデイの見学にやっ

てきました。渡辺さんとは、今年 3 月、南相馬市で

開催されたオムツ外し学会に参加した際、登壇者と

して発表されていたのがご縁となり、今回の見学会

が実現しました。

　見学会では、はじめにそらいろデイの管理者で法

人の石幡亮代表から、そらいろ開設の物語など自己

紹介からスタート。生活リハビリの視点や考え方な

どを実際にあったケアのエピソードを通して解説し

ました。その後は、ヒノキの自立式浴槽をはじめ、


